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港湾工事おける i-Construction 導入の一環として，最低水面モデルを用いた

GNSS 鉛直測位による水深計測の導入が検討されている．GNSS 鉛直測位による水深

計測では，GNSS 鉛直測位による現在の水面の楕円体高と最低水面モデルの差分を

潮位として使用することにより，潮位計測作業が不要となることから，港湾工事の

工数及びリスクの軽減が期待されている．本研究では，鹿島港，横浜港，四日市港

の三港湾において最低水面モデルを試作し，GNSS 鉛直測位による水深計測の実地

試験を行うことで，港湾工事へ導入するための精度検証及び留意事項等の整理・分

析を行った． 
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